
【住宅資金貸付等勘定】

（単位：円）

現金預け金 204,566,597,066 借入金 234,840,718,000

現金 330,817 財政融資資金借入金 234,840,718,000

預け金 183,730,003,682 債券 1,029,319,998,012

代理店預託金 20,836,262,567 貸付債権担保債券 19,162,320,969

金銭の信託 185,061,672,469 一般担保債券 600,727,797,220

有価証券 129,554,284,140 住宅宅地債券 409,502,612,051

国債 21,558,367,984 債券発行差額（△） △ 72,732,228

地方債 33,965,328,389 預り補助金等 184,292,490,387

政府保証債 11,297,886,629 預り災害復興住宅融資等緊急対策費補助金 184,292,490,387

社債 62,732,701,138 その他負債 51,968,844,559

貸付金 990,504,541,921 未払費用 12,337,017,469

手形貸付 35,644,419,259 前受収益 33,698,677,349

証書貸付 954,860,122,662 その他の負債 5,663,821,268

他勘定貸付金 304,548,327,175 他勘定未払金 269,328,473

他勘定長期貸付金 304,548,327,175 賞与引当金 129,248,711

その他資産 85,179,384,835 退職給付引当金 2,669,549,431

求償債権 8,319,371,507 保証料返還引当金 36,644,600

年金譲受債権 57,021,915,549 保証債務 229,973,064,838

未収収益 1,230,195,468

その他の資産 18,607,902,311

無形固定資産 2,678,318,564 1,733,230,558,538

ソフトウェア 621,837,772

ソフトウェア仮勘定 2,056,480,792

保証債務見返 229,973,064,838 資本金 42,900,000,000

貸倒引当金（△） △ 10,761,901,681 政府出資金 42,900,000,000

資本剰余金 16,345,694

資本剰余金 16,345,694

利益剰余金 346,355,473,445

前中期目標期間繰越積立金 285,679,096,925

積立金 52,250,253,806

当期未処分利益 8,426,122,714

（うち当期総利益）

評価・換算差額等 △ 1,198,088,350

繰延ヘッジ損益 △ 1,198,088,350

388,073,730,789

2,121,304,289,327 2,121,304,289,327

科　　目 金　　額

（資産の部） （負債の部）

(8,426,122,714)      

資産の部合計 負債の部及び純資産の部合計

純資産の部合計

貸　借　対　照　表
（平成29年３月31日現在）

科　　目 金　　額

負債の部合計

（純資産の部）



【住宅資金貸付等勘定】

（単位：円）

経常収益 178,017,079,924

資金運用収益 24,142,939,931

貸付金利息 16,968,205,444

求償債権損害金等 49,002,727

年金譲受債権利息 2,167,862,084

有価証券利息配当金 1,676,106,553

預け金利息 1,086,323

他勘定貸付金利息 3,280,676,800

保険引受収益 142,134,751,082

団信特約料 61,705,941,643

団信受取保険金 65,773,930,819

団信配当金 14,654,878,620

役務取引等収益 540,715,894

保証料 108,934,768

その他の役務収益 431,781,126

補助金等収益 5,961,119,216

災害復興住宅融資等緊急対策費補助金収益 5,961,119,216

その他経常収益 5,237,553,801

保証料返還引当金戻入額 16,728,800

抵当権移転登記引当金戻入額 14,829,043

償却債権取立益 1,182,500,098

その他の経常収益 4,023,495,860

経常費用 179,186,847,407

資金調達費用 17,186,568,879

借入金利息 2,080,567,756

債券利息 15,106,001,123

保険引受費用 150,352,679,532

団信支払保険料 84,004,018,469

団信弁済金 66,348,661,063

役務取引等費用 1,574,404,472

役務費用 1,574,404,472

その他業務費用 468,575,462

債券発行費償却 459,279,830

その他の業務費用 9,295,632

営業経費 9,368,419,188

営業経費 9,368,419,188

その他経常費用 236,199,874

貸倒引当金繰入額 171,123,913

勘定間異動に伴う退職給付引当金繰入額 43,741,067

その他の経常費用 21,334,894

経常損失 △ 1,169,767,483

当期純損失 △ 1,169,767,483

前中期目標期間繰越積立金取崩額 9,595,890,197

当期総利益 8,426,122,714

損　益　計　算　書
（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

科　　目 金　　額



【住宅資金貸付等勘定】

（単位：円）

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

貸付けによる支出 △ 203,020,210,000

人件費支出 △ 2,062,958,720

団信保険料支出 △ 84,364,165,160

団信弁済金支出 △ 66,437,271,175

その他業務支出 △ 11,223,991,258

貸付金の回収による収入 212,533,784,736

貸付金利息の受取額 17,077,143,728

貸付手数料等収入 847,350

団信特約料収入 59,577,569,300

団信保険金収入 65,795,792,214

団信配当金の受取額 14,523,419,888

その他業務収入 20,194,050,380

国庫補助金の精算による返還金の支出 △ 38,619,363,990

小計 △ 16,025,352,707

利息及び配当金の受取額 5,130,327,644

利息の支払額 △ 18,094,194,805

△ 28,989,219,868

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券（債券）の償還による収入 55,000,000,000

有価証券（譲渡性預金）の純増減額（減少：△） 40,000,000,000

無形固定資産の取得による支出 △ 874,800,327

金銭の信託の減少による収入 44,553,782,415

他勘定長期貸付金の回収による収入 13,000,000,000

151,678,982,088

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

債券の発行による収入（発行費用控除後） 108,842,403,481

債券の償還による支出 △ 99,244,965,088

財政融資資金借入金の借入れによる収入 35,000,000,000

財政融資資金借入金の返済による支出 △ 15,168,326,000

不要財産に係る国庫納付等による支出 △ 4,173,242

29,424,939,151

Ⅳ　資金増加額 152,114,701,371

Ⅴ　資金期首残高 52,451,895,695

Ⅵ　資金期末残高 204,566,597,066

キャッシュ・フロー計算書
（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

業務活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー



【住宅資金貸付等勘定】

（単位：円）

Ⅰ　当期未処分利益 8,426,122,714

　　当期総利益 8,426,122,714

Ⅱ　積立金振替額 285,679,096,925

前中期目標期間繰越積立金 285,679,096,925

Ⅲ　利益処分額

　　積立金 294,105,219,639

利益の処分に関する書類

（※１）　当期未処分利益については、独立行政法人通則法第44条第１項に基づき、積立金として
　　　　積み立てるものです。
（※２）　前中期目標期間繰越積立金については、団体信用生命保険等業務を長期安定的に継続する
　　　　ための財源として主務大臣の承認を受け積み立てたものですが、本年度が中期目標期間の最
　　　　終年度であることから、独立行政法人会計基準第96に基づき積立金に振り替えております。



（単位：円）

 

　　 資金調達費用 17,186,568,879

保険引受費用 150,352,679,532

役務取引等費用 1,574,404,472

その他業務費用 468,575,462

営業経費 9,368,419,188

その他経常費用 236,199,874 179,186,847,407

 

資金運用収益 △ 24,142,939,931

保険引受収益 △ 142,134,751,082

役務取引等収益 △ 540,715,894

その他経常収益 △ 5,237,553,801 △ 172,055,960,708

業務費用合計 7,130,886,699

1,213,356

27,885,000 27,885,000

△ 4,173,242

7,155,811,813

　の機会費用

Ⅴ　行政サービス実施コスト

Ⅰ　業務費用

Ⅲ　機会費用

　政府出資又は地方公共団体出資等

Ⅳ　（控除）法人税等及び国庫納付額

行政サービス実施コスト計算書
（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

(2) （控除）自己収入等

Ⅱ　引当外退職給付増加見積額

(1) 損益計算書上の費用

【住宅資金貸付等勘定】



重要な会計方針（住宅資金貸付等勘定） 

 

１ 改訂後の独立行政法人会計基準等の適用 

  前事業年度より、改訂後の「独立行政法人会計基準」及び「独立行政法人会計基準注解」

（平成27年１月27日改訂）並びに「独立行政法人会計基準及び独立行政法人会計基準注解

に関するＱ＆Ａ」（平成28年２月最終改訂）（以下「独立行政法人会計基準等」といいま

す。）を適用して、財務諸表等を作成しています。 

  ただし、「独立行政法人会計基準」第43（注解39）の規定については、独立行政法人通

則法の一部を改正する法律（平成26年法律第66号）の附則第８条により経過措置が適用さ

れることから、経過措置終了まで、現行セグメント区分に基づくセグメント情報の開示を

行っています。 

 

２ 減価償却の会計処理方法 

   無形固定資産 

   定額法を採用しています。 

   なお、法人内利用のソフトウェアについては、法人内における利用可能期間（５年） 

に基づいています。 

 

３ 引当金の計上基準 

(1) 貸倒引当金 

  貸付金等の貸倒れによる損失に備えるため、債務者を、正常先、要管理先以外の要注

意先、要管理先、破綻懸念先、実質破綻先及び破綻先に区分し、次のとおり計上してい

ます。 

ア 破綻先及び実質破綻先に係る債権については、個々の債権ごとに担保等による回収

可能見込額を控除した残額を引き当てています。 

イ 破綻懸念先に係る債権については、個々の債権ごとに担保等による回収可能見込額 

を控除し、その残額のうち必要と認める額を引き当てています。 

ウ 要管理先及び要管理先以外の要注意先に係る債権のうち、債権元本の回収及び利息の

受取に係るキャッシュ・フローを合理的に見積もることができる債権については、当該

キャッシュ・フローを当初の約定利率で割り引いた金額と債権の帳簿価額との差額を引

き当てています。 

エ 上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績等から算出した予想

損失率に基づき引き当てています。 

 

(2) 賞与引当金 

  役員及び職員に対して支給する賞与に充てるため、翌期賞与支給見込額のうち当期対

応分を計上しています。 

 

(3) 退職給付引当金 

  役職員の退職給付に備えるため、当該事業年度末における退職給付債務及び年金資産

の見込額に基づき計上しています。 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させ

る方法については期間定額基準によっております。 



過去勤務費用は、その発生時の役職員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10年）に

よる定額法により按分した額を費用処理しています。 

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における役職員の平均残存勤務期間内の一

定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用

処理することとしています。 

 

(4) 保証料返還引当金 

  注記事項の１(2)の年金譲受債権に係る貸付けを受けた者がその債務の保証を独立行

政法人住宅金融支援機構法（平成17年法律第82号。以下「機構法」といいます。）附則

第６条第１項に規定する財団法人公庫住宅融資保証協会に委託したときに支払った保証

料のうち、未経過期間に対応するものの返還に必要な費用に充てるため、返還見込額を

計上しています。 

 

４ 有価証券の評価基準及び評価方法（金銭の信託において信託財産として運用している有 

価証券を含む。） 

(1) 満期保有目的債券 

  償却原価法（定額法）によっています。 

 

(2) その他有価証券 

  取得原価を計上しています。 

 

５ 金利スワップ取引の処理方法 

賃貸住宅建設資金の貸付けに要する資金を調達するために発行する住宅金融支援機構債 

券に係るパイプラインリスクのヘッジを目的として行う金利スワップ取引の会計について

は、繰延ヘッジ処理を採用しています。 

また、ヘッジの有効性については、ヘッジ対象とヘッジ手段の変動額等を基礎にして評

価しています。 

 

６ 債券発行差額の償却方法 

債券の償還期限までの期間で均等償却しています。 

 

７ 行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法 

政府出資又は地方公共団体出資等の機会費用については、10年利付国債の平成29年３月

末利回りを参考に0.065％で計算しています。 

 

８ 消費税等の会計処理 

  税込方式によっています。 



注記事項（住宅資金貸付等勘定） 

 

１ 貸借対照表関係 

(1) 担保資産 

     貸付債権担保債券の担保に供するため、貸付金を信託しています。 

     担保に供している資産の額及び担保に係る債務の額については、注記事項（法人単位）

に記載しています。 

 

(2) 年金譲受債権 

     独立行政法人住宅金融支援機構法（平成17年法律第82号）附則第７条第１項第３号の

規定により、独立行政法人福祉医療機構から譲り受けた債権の残高を整理しています。 

 

２ キャッシュ・フロー計算書関係 

資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳 

 現金預け金  ：  204,566,597,066円  

 資金期末残高 ： 204,566,597,066円  

 

３ 行政サービス実施コスト計算書関係 

  引当外退職給付増加見積額については、国からの出向職員に係るものです。 

 

４ 退職給付関係 

(1) 採用している退職給付制度の概要 

当機構は、確定給付型の制度として、企業年金基金制度及び退職一時金制度を設けて

おり、確定拠出型の制度として、確定拠出年金制度を設けています。当機構の企業年金

基金制度は複数事業主制度ですが、年金資産の額を、退職給付債務の比率に応じて合理

的に算定できるため、関連する注記は、以下の確定給付制度の注記に含めて記載してい

ます。  

企業年金基金制度（積立型制度です。）では、役職員の報酬・給与と勤務期間に基づ

いた年金を支給しています。退職一時金制度（非積立型制度です。）では、退職給付と

して、役職員の報酬・給与と勤務期間に基づいた一時金を支給しており、役員分につい

ては簡便法、職員分については原則法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算し

ています。 

なお、当機構は、厚生年金基金の代行部分について、平成26年10月１日に厚生労働大

臣から過去分返上の認可を受けています。また、当機構は平成26年10月１日に厚生年金

基金制度を廃止し、確定給付企業年金制度及び確定拠出年金制度へ移行しています。 

 

(2) 確定給付制度 

①退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表
期首における退職給付債務 6,292,522,182 　円

勤務費用 143,102,919
利息費用 31,552,682
数理計算上の差異の当期発生額 △ 12,564,750
退職給付の支払額 △ 204,258,485
過去勤務費用の当期発生額 0
制度加入者からの拠出額 0
勘定間異動に伴う増減 115,261,742

期末における退職給付債務 6,365,616,290

 



②年金資産の期首残高と期末残高の調整表
期首における年金資産 3,340,213,772 　円

期待運用収益 56,416,461
数理計算上の差異の当期発生額 △ 4,027,522
事業主からの拠出額 73,757,190
退職給付の支払額 △ 106,691,315
制度加入者からの拠出額 0
勘定間異動に伴う増減 61,973,959

期末における年金資産 3,421,642,545

③退職給付債務及び年金資産と貸借対照表に計上された退職給付引当金及び前払年金
費用の調整表
積立型制度の退職給付債務 4,145,062,774 　円
年金資産 △ 3,421,642,545
積立型制度の未積立退職給付債務 723,420,229
非積立型制度の未積立退職給付債務 2,220,553,516
小計 2,943,973,745
未認識数理計算上の差異 △ 613,490,219
未認識過去勤務費用 339,065,905
貸借対照表に計上された負債と資産の純額 2,669,549,431

退職給付引当金 2,669,549,431

前払年金費用 0
貸借対照表に計上された負債と資産の純額 2,669,549,431

④退職給付に関連する損益
勤務費用 143,102,919 　円
利息費用 31,552,682
期待運用収益 △ 56,416,461
数理計算上の差異の当期費用処理額 113,865,819
過去勤務費用の当期費用処理額 △ 51,016,030
臨時に支払った割増退職金 0

合計 181,088,929

⑤年金資産の主な内訳
年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次のとおりである。

債券 63%
株式 23%
一般勘定 14%
現金及び預金 1%
合計 100%

　　※四捨五入しているため合計が100％になりません。

⑥長期期待運用収益率の設定方法に関する記載　
　年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在及び予想される年金資産の
配分と、年金資産を構成する多様な資産からの現在及び将来期待される長期の収益
率を考慮しています。

⑦数理計算上の計算基礎に関する事項
期末における主要な数理計算上の計算基礎

割引率 0.6%
長期期待運用収益率 2.5%

 

 

（注）役員分の退職一時金を簡便法で会計処理した金額を含みます。 



(3) 確定拠出制度 

    確定拠出制度への要拠出額は、9,323,071円です。 

 

５ 金融商品関係 

(1) 金融商品の状況に関する事項 

金融商品の状況に関する事項については、注記事項（法人単位）に記載しています。 

 

(2) 金融商品の時価等に関する事項 

期末日における主な金融商品の貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、

次表のとおりです。 

（単位：円）

204,566,597,066 204,566,597,066 0

185,061,672,469 186,228,221,976 1,166,549,507

129,554,284,140 135,624,383,200 6,070,099,060

990,504,541,921

△ 1,683,042,293

988,821,499,628 1,058,783,580,716 69,962,081,088

304,548,327,175 335,857,253,540 31,308,926,365

2,828,008,387 2,828,008,387 0

56,074,732,981 62,789,114,418 6,714,381,437

1,871,455,121,846 1,986,677,159,303 115,222,037,457

234,840,718,000 247,481,965,347 12,641,247,347

1,029,319,998,012 1,099,961,185,239 70,641,187,227

1,264,160,716,012 1,347,443,150,586 83,282,434,574

（※１）

（※２）

 (7) 年金譲受債権（※１）

 (2) 金銭の信託

 資産計

 (5) 他勘定貸付金

 (4) 貸付金

貸付金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金等を控除しています。なお、求償債権及び年
金譲受債権に対する貸倒引当金については、重要性が乏しいため、貸借対照表計上額から直接減額
しています。

債券発行差額については、重要性が乏しいため、貸借対照表計上額から直接減額しています。

貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

 (1) 現金預け金

 (3) 有価証券

  　　満期保有目的の債券

 (1) 借入金

 (2) 債券（※２）

 負債計

      　貸倒引当金（※１）

 (6) 求償債権（※１）

 
 

（注）金融商品の時価の算定方法 

  資 産 

(1) 現金預け金 

預け金は全て満期のないものであり、時価は帳簿価額と近似していることから、当

該帳簿価額を時価としています。 

(2) 金銭の信託 

    取引金融機関から提示された価格によっています。 

(3) 有価証券 

債券は、業界団体が公表する取引価格等の市場価格によっています。 

(4) 貸付金 

貸付金の種類、債務者区分及び期間に基づく区分ごとに、将来キャッシュ・フロー

を見積もり、同様の新規貸付を行った場合に想定される利率で割り引いて時価を算定

しています。 



また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、担保及び保

証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は決算日にお

ける貸借対照表価額から現在の貸倒見積高を控除した金額に近似しており、当該価額

を時価としています。 

なお、貸付金のうち、手形貸付については、約定期間が短期間であり、時価は帳簿

価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としています。 

(5) 他勘定貸付金 

    元利金の合計額を同様の新規貸付を行った場合に想定される利率で割り引いて時価 

を算定しています。 

(6) 求償債権 

担保による回収見込額等に基づいて貸倒見積額を算定しているため、時価は決算日 

における貸借対照表価額から現在の貸倒見積額を控除した金額に近似しており、当該

価額を時価としています。 

(7) 年金譲受債権 

債務者区分及び期間に基づく区分ごとに、将来キャッシュ・フローを見積もり、同

様の新規貸付を行った場合に想定される利率で割り引いて時価を算定しています。 

また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、担保による

回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は決算日における貸借

対照表価額から現在の貸倒見積高を控除した金額に近似しており、当該価額を時価と

しています。 

 

  負 債 

(1) 借入金 

元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて時   

価を算定しています。 

(2) 債券 

貸付債権担保債券及び一般担保債券については、業界団体が公表する取引価格等の

市場価格によっています。 

住宅宅地債券については、将来キャッシュ・フローを見積もり、同様の新規発行を

行った場合に想定される利率で割り引いて時価を算定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 有価証券関係 

満期保有目的の債券 

（単位：円）

区　分 種　類 貸借対照表計上額 時　価 差　額

国債 21,558,367,984 24,166,475,200 2,608,107,216

地方債 33,965,328,389 35,309,180,000 1,343,851,611

政府保証債 11,297,886,629 11,632,640,000 334,753,371

社債 62,732,701,138 64,516,088,000 1,783,386,862

小計 129,554,284,140 135,624,383,200 6,070,099,060

国債 0 0 0

地方債 0 0 0

政府保証債 0 0 0

社債 0 0 0

小計 0 0 0

129,554,284,140 135,624,383,200 6,070,099,060合　計

時価が貸借対照表計上
額を超えるもの

時価が貸借対照表計上
額を超えないもの

 

 

７ 重要な債務負担行為 

該当事項はありません。 

 

８ 重要な後発事象 

該当事項はありません。 

 

９ 不要財産に係る国庫納付等 

(1) 不要財産としての国庫納付等を行った資産の種類、帳簿価額等の概要 

ア 種類 

    現預金 

イ 帳簿価額 

4,173,242円 

  

(2) 不要財産となった理由 

平成27年度までに措置された出資金等について、上記財産については今後見込まれる

事業量のもとでは業務を確実に実施する上で必要がなくなったと認められたためです。 

 

(3) 国庫納付等の方法 

    独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第46条の２第１項の規定に基づき、国庫

納付を行いました。 

 



(4) 国庫納付等の額 

4,173,242 円 

 

(5) 国庫納付等が行われた年月日 

平成 29 年３月 30 日 

 

(6) 減資額 

0 円 

 


